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伴 雅人
プラズマ・インクジェットとマイクロ流体チップを利用
して、医療や環境・エネルギー技術の発展に寄与するべ

く、研究を行っています。
略歴 所属学会など

2005年までの14年間、川崎重工業株式会社技
術研究所においてプラズマ応用技術の研究に従
事した。日本工業大学では、プラズマの他イン
クジェットを用い、マイクロ流体チップの医療
応用や細胞足場（バイオマテリアル）の研究、
さらには最近はマイクロ流体チップを用いた環
境・エネルギー分野の新規材料創製の研究に着
手している。

表面技術協会
化学とマイクロ・ナノシス
テム学会
バイオマテリアル学会
ダイヤモンドフォーラム
応用物理学会など

研究紹介 マイクロ流体チップの応用に関する研究
伴研究室では、マイクロ流体チップやμTASと呼ばれるマイクロ・ナノデバイスを用いて、医療技術や
環境・エネルギ技術の革新的発展を目指した研究を行っています。チップの作製には、プラズマやイン
クジェットプロセスを使い、また、グラフェンやDLC（ダイヤモンド状炭素）といったカーボンナノ材
料のユニークな特性を巧みに利用したチップを創出します。
特に、医療技術では、幹細胞を神経や骨などの特定の細胞に効率よく分化させるデバイス、環境・エネ
ルギ技術では、マイクロプラズマによる光触媒などの高性能ナノ粒子合成デバイスの創製を目指します。
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共同研究の事例
仁荷大学校（韓国）：微細構造を有するPDMS基
板の細胞足場への適用
産業技術総合研究所：CVDグラフェンの細胞足
場への適用
溶接施工メーカ ：耐摩耗溶接金属の開発
自動車部品メーカ ：ナノ粒子含有DLC薄膜の機
械部品への適用
など
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